
 

 

 

 

 

 

 

 令和６年３月 26 日付けで故近藤重信氏の遺族より

寄贈を受けた、「三中新聞」（久留米市立第三中学校発

行）を初公開します。 

重信氏は、昭和22年（1947）4月に、新制中学校と

して開設された第三中学校に、昭和23年（1948）から

在学しました。「三中新聞」が発行された３年次は、文芸

部に所属し、三中新聞編集部長を担っています。本資

料は、昭和25年（1950）6月20日に、久留米市立第

三中学校（現・櫛原中学校）で発行された学校新聞の

創刊号です。 

久留米市では、昭和 22 年（1947）4 月に始まった

新学制による六・三義務教育により、新制中学校として

第一中学校～第六中学校までが開設されました。その

うち、第三中学校は、櫛原町（現・東櫛原町）の久留米

商業高校内に開設され、4 月 16 日に行われた開校式

には、南薫・節
ふし

原
はら

両校 334名が入学しました。 

昭和 26 年（1951）4 月 1 日に、第三中学校は櫛原

中学校と改称されています。 

紙面は、冒頭の学校長訓辞
く ん じ

に始まり、部活動紹介や

生徒の投稿記事の他、学校に伝わる七不思議、敷地内

で発見された甕
かめ

棺
かん

の紹介、修学旅行の思い出などで構

成されています。 

●「學
がく

徒
と

としての心構え」 

 学校長による訓辞です。 

「私はかつて『限りなく前進し、限りなく成長し、限り

なく建設せよ』と要望した。・・・現實
げんじつ

を眺
なが

める傍観者
ぼうかんしゃ

で

はなく、自ら舞台に上つて此の役割を果たすべきであ

る・・・」と学生としての心構えを説いています。 

 末尾に、昭和 22 年（1947）に始まった三中における

新聞発行史に触れ、3 年の中断を経て発行された三中

新聞への期待と喜びが綴られています。 

●「發刊
はっかん

に際して」 

前年の生徒会発足に引き続き、三中新聞が発刊され

たことに対する生徒会会長の寄稿文です。「生徒會
せ い と か い

の

進むべき道を私たちの手で力を合わせ・・・進んで行く

一歩一歩を三中新聞の中に報道し・・・」と語り、三中新

聞の果たす役割を「學校
がっこう

生活を写す鏡」「生徒會の行く

手を示してくれる明るい燈
ともし

火
び

ともなる」と期待していま

す。 

◆ 新収蔵資料紹介（令和６年度６月）展示解説シート ◆ 

「三
さん

中
ちゅう

新聞ついに誕生」-創刊号 昭和 22 年 6 月 20 日発行- 

会期：令和６年６月４日(火)～６月 30 日(日) 
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●「三中新聞ついに誕生」 

 新聞発行にあたり、「・・新聞はあくまで中學
ちゅうがく

新聞であ

り、公平無私であること・・・・部員一同研究努力して行

く」との覚悟が綴られています。 

●「合甕
あわせがめ

發
はっ

見
けん

さる」 

三中の敷地内で発掘された合口
あわせくち

甕
かめ

棺
かん

を紹介してい

ます。記事によれば、昭和2年（1927）にも東櫛原の地

で副葬品の管玉とともに甕棺が発見されたとあります。

その後、櫛原中学校の校舎建替えの際にも、弥生時代

の住居跡などが発見され、「東櫛原
ひがしくしはら

今寺
いまでら

遺跡
い せ き

」として久

留米市の史跡に指定(昭和 53 年 6 月 24 日)されて

います。 

●三中新聞（第一號
ごう

） 右から 1面、2面、3面、4面 

●「三中七不思議（一）妖怪」 

久留米城下町で起った昔話です。雨の中、父親に蓑
みの

を届けようとした若者が、一人の武士に、亡霊と間違わ

れ切り付けられて亡くなります。その間際に、「蓑だけは

父に届けて」と神様にお願いしたといいます。不思議な

ことに、その地は雨に濡れることが無いと言い伝えられ、

その場所は三中の校庭にあると紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


